
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食欲の秋・スポーツの秋・読書の秋…いろんな秋があり

ますが、ご自身の健康について考えてみませんか。 

みなさんが利用できる健康に関する助成金がいくつか

あります。助成金をぜひ有効利用してください。 

 

～ インフルエンザ予防接種助成 ～ 

内容：インフルエンザ予防接種を受けた場合、 
1,000円を限度に費用を助成（年 1回申請） 

 
請求期限：令和 4年 1月 31日まで 
 
請求方法：①必要事項が記載された領収書を用意 

         ②互助組合ＨＰ内の請求書をＷＥＢ入力 
         ③領収書（コピー可）を添付し事務職員 

へ提出 

～ 教職員元気回復助成 ～ 

内容：スポーツ施設利用やスポーツ 
大会参加の場合、年間 3,000 
円を限度に費用を助成 

 
対象期限：令和 4年 3月 31日まで 

 
申請期限：令和 4年 4月 8日 

 
申請方法： 
① 必要事項が記載された領収書 

を用意 
② 申請書に必要事項を記入 

③ 領収書（原本）を添付し事務職 
員へ提出 

★互助組合 HP http://gojomaru.com/  

または 「静岡県教職員互助組合」で検索 

→TOPページ左側「SUPPORT・様式集」 

→様式集ダウンロード 

→各請求書「入力フォーム」をクリック！ 

必要事項を入力して請求書を作成・印刷してください。 

※インフルエンザ予防接種助成＆健康診断助成のみ 

 

～ 健康診断助成 ～ 

内容：助成の対象となる検診を受けた場 
合 5,000円を限度に費用を助成 
（年 1回申請） 

 
請求期間：令和 4年 3月 15日まで 
 
申請方法： 
① 必要事項が記載された領収書を用意 

② 互助組合ＨＰ内の請求書をＷＥＢ入力 
③ 領収書（コピー可）を添付し事務職 

員へ提出 

 
検診（検査）項目 対象年齢 

大腸がん検診 40歳以上 

歯科（歯周病）検診 40歳以上 

肝炎検査 
20 歳以上の
未受診者 

乳がん検診 
40歳以上 
（2年に 1回） 

子宮頸がん検診 20歳以上 
（2年に 1回） 

骨粗しょう症検査 30歳以上 

前立腺がん検診 50歳以上 

ＰＥＴ検診 全年齢 

静岡市在住の場合 

 

乳がん検診と子宮がん検診は静岡市の該当

検診とならない年でも、静岡市の自己負担額

を限度に費用を助成します☆ 

 

令和 3 年度 第２号 
令和 3 年 11月 

第 10支部学校事務共同実施 

http://gojomaru.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そんな時は、「10支部備品検索システム」をご利用ください！！ 

支部内の各校が所有する備品を検索できます。検索で得た情

報を元に、支部内では貸出簿で簡単に借りられます。 

①「抽出項目」を選択 

②「抽出開始」を選択 

③ 自動的に検索結果ページが開き、所

有する学校等が表示されます。  

①10支部備品検索システムを利用し、備品を検索 

②所有する学校へ、教頭先生を窓口として電話等で借用を申し出ます。「何を」「いつから」「いつま

で」借用したいか確実に伝え、貸与の可否を確認します。    

③備品保有校は貸出簿へ必要事項を記入し、備品を借りる学校は物品を受け取ります。 

④備品を借りた学校は、期日までに返却します。（返却日等、保有校は貸出簿に記入します。） 

 

 

音楽会でティンパニを使いたいけど、この学校に

はないんだよね。他の学校から借りたいけど、ど

の学校にあるのかわからないし、手続きも面倒く

さそうだな… 

令和 3年 9月 16日、静岡市人事委員会は、静岡市議会及び静岡市

長に対し職員の給与等に関する報告及び勧告を行いました。 

給与勧告のポイント 

月例給の改定を見送り 

■ 公民の給与較差（△0.02％）が極めて小さく、月例給の改定を見送り 

期末手当・勤勉手当（ボーナス）の引下げ 

■ 期末・勤勉手当（ボーナス）を 0.15月分引下げ（年間支給月数 4.45月→4.30月） 

■ 平均年間給与は 5.7万円（0.91％）の減額 

給与制度上の課題への対応（令和 4年 4月 1日実施） 

■ 係長級と主査の職務の級を分離し、民間給与との比較における制度上の課題を総合的に考慮し、バランスの取

れた給与体系とすること 


